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一
　
名
市
大
の
都
市
政
策
へ
の
挑
戦

　
都
市
間
競
争
が
激
化
す
る
一
方
、
将

来
的
に
は
都
市
部
の
人
口
減
少
も
予
測

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
都
市
の
持
続

可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
多

方
面
か
ら
都
市
政
策
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
い
か
に
し
て
都
市
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
都
市
政
策
を
形
成

し
、
実
施
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

　
都
市
を
取
り
巻
く
状
況
が
過
渡
期
を

迎
え
て
い
る
今
日
、
総
合
的
な
都
市
政

策
が
形
成
・
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
、
近

い
将
来
に
住
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
が

生
じ
う
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
都
市
の
持
続
可
能
性

を
高
め
て
い
く
う
え
で
は
、
い
か
な
る

都
市
政
策
を
実
施
す
る
の
が
望
ま
し
い

の
か
。
こ
う
し
た
問
題
関
心
の
も
と
、

人
間
文
化
研
究
科
の
伊
藤
、
小
林
、
桜

井
、
林
、
三
浦
の
五
名
で
研
究
会
を
立

ち
上
げ
、
一
年
近
く
に
わ
た
っ
て
活
動

し
て
き
た
。
一
連
の
研
究
活
動
を
通
じ

て
、
持
続
可
能
な
都
市
と
地
域
社
会
の

こ
れ
か
ら
を
展
望
し
、
名
古
屋
大
都
市

圏
を
念
頭
に
入
れ
て
、
都
市
政
策
の
動

態
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の

研
究
活
動
の
内
容
を
概
観
し
、
来
年
度

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
触
れ
て

み
た
い
。

　
な
お
、
本
学
で
は
「
都
市
政
策
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
名
古
屋
市
役
所
と
連

携
し
な
が
ら
、
全
学
的
な
組
織
体
制
の

も
と
、
分
野
横
断
型
の
調
査
・
研
究
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
八

年
度
は
、
本
学
の
都
市
政
策
へ
の
挑
戦

の
第
一
弾
と
し
て
、
五
月
に
都
市
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
現
在
ま
で

各
種
の
受
託
調
査
の
展
開
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
本
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

も
、
都
市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
の
副
セ

ン
タ
ー
長
、
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

研
究
員
な
ど
の
か
た
ち
で
多
面
的
に
携

わ
っ
て
い
る
。

二
　
今
年
度
の
都
市
政
策
に
関
す
る

　
　
調
査
・
研
究
活
動

　
今
年
度
は
五
月
よ
り
、
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
同
士
で
複
数
回
の
研
究
会
議
を

開
催
し
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
そ
こ
で
の
議
論
を
ふ
ま
え
て

取
り
組
ん
で
き
た
内
容
は
、
主
に
以
下

の
二
点
と
な
る
。
第
一
は
、「『
都
市
政

策
の
最
前
線
』（
仮
、
共
著
）
の
出
版

に
向
け
た
検
討
会
議
の
開
催
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
三
年
ほ
ど
に
わ
た
り
、
本
学

で
は
都
市
政
策
の
調
査
・
研
究
に
関
す

る
取
り
組
み
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き

た
が
、
そ
の
過
程
で
は
「
都
市
政
策
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
専
任
教
員
の
専
門

性
を
活
か
し
た
共
著
を
出
版
す
る
、
と

い
う
議
論
が
一
部
で
な
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
は
丸
一
年
を
か
け
て

各
自
が
調
査
・
研
究
を
進
め
て
原
稿
を

執
筆
し
、
来
年
度
の
早
い
時
期
に
出
版

し
て
二
〇
一
九
年
度
後
期
か
ら
の
授
業

で
の
活
用
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
出
版
に
向
け
た
毎
回
の
検
討

会
議
の
場
で
は
、
以
下
の
方
向
性
も
メ

ン
バ
ー
同
士
で
確
認
し
て
い
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
で
き
る
限
り
名
古
屋
市
や
東

海
圏
を
対
象
に
、
教
員
の
専
門
分
野
に

お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
関
わ
っ

て
い
る
都
市
政
策
の
最
新
動
向
を
扱
い
、

成
長
が
著
し
い
光
の
部
分
の
み
な
ら
ず

課
題
が
多
い
影
の
部
分
も
丹
念
に
浮
き

彫
り
に
し
て
い
く
、
と
い
う
方
向
性
で

あ
る
。
な
お
、『
都
市
政
策
の
最
前
線
』

（
仮
）
に
関
し
て
は
、
順
調
に
作
業
が

進
ん
で
い
け
ば
、
二
〇
一
九
年
夏
に
出

版
予
定
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
都
市
政
策
に
関
連
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や

協
力
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
都
市
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
・
共
催
・
後
援
す

る
も
の
）。
た
と
え
ば
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
関
し
て
は
、「
大
都
市
の
抱
え
る

問
題
を
考
え
る
」（
七
月
、
主
催
：
都

市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
）、「
圏
域
の
活

性
化
と
大
都
市
の
役
割
」（
一
月
、
主

催
：
名
古
屋
市
、
共
催
：
都
市
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
研
究
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
参
加
し
、
都
市
政
策

の
動
向
に
関
す
る
知
見
を
深
め
た
。
ま

た
、
伊
藤
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
の
機

会
で
も
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
い
る
。

同
様
に
、
セ
ミ
ナ
ー
に
関
し
て
は
、
桜

井
が
「
貧
困
と
都
市
政
策
」（
一
二
月
、

共
催
：
都
市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
、
人

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告

　
都
市
政
策
の
最
前
線 

―
名
古
屋
大
都
市
圏
を
例
に
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司
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間
文
化
研
究
所
）
を
、
三
浦
が
「
プ
ロ

ボ
ノ
が
拓
く
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

新
時
代
」（
一
月
、
主
催
：
名
古
屋
市
、

共
催
：
都
市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
、

そ
れ
ぞ
れ
主
導
し
た
。
い
ず
れ
の
機
会

に
も
、
研
究
者
・
自
治
体
職
員
・
企
業

関
係
者
・
N
P
O
関
係
者
・
地
域
住

民
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
者
が
参
加

し
、
都
市
の
持
続
可
能
性
を
考
え
る
う

え
で
示
唆
に
富
む
内
容
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
は
自
主
的
に
、
都
市
の
持
続

可
能
性
の
向
上
に
関
連
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
三
浦
は
一
一
月
に
尾
張
旭
市

で
、
一
月
に
蒲
郡
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
た
「sim

2030

」
に
参
加

し
た
。sim

2030

と
は
熊
本
県
で
生

ま
れ
た
自
治
体
財
政
の
持
続
可
能
性
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
り
、
全

国
的
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
同
様

に
、
二
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た

「
未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
も
参
加

し
た
。
こ
の
未
来
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

千
葉
大
学
・
倉
阪
研
究
室
が
開
発
し
た
、

二
〇
四
〇
年
の
各
市
町
村
の
統
計
デ
ー

タ
が
一
目
で
わ
か
る
「
未
来
カ
ル
テ
」

を
活
用
し
、
未
来
か
ら
遡
っ
て
今
の
時

点
で
ど
の
よ
う
な
都
市
政
策
の
展
開
が

必
要
に
な
る
の
か
を
検
討
す
る
内
容
で

あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
今
年
度
は
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
、
都
市
政
策
に
関

連
す
る
調
査
・
研
究
を
展
開
し
、
ま
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の
機
会
に

お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
。

３
　
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
て

　
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、

二
〇
一
八
年
度
は
都
市
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
つ
つ
、
都
市
政
策
に

関
す
る
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
た
。

本
稿
の
ま
と
め
に
か
え
て
、
二
〇
一
九

年
度
の
都
市
政
策
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
そ
れ
は
、『
都
市
政
策
の
最
前
線
』

（
仮
）
を
夏
に
出
版
し
、
後
期
か
ら
の

授
業
で
活
用
し
、
本
格
的
に
学
部
や
大

学
院
で
の
都
市
政
策
教
育
に
着
手
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。『
都
市
政
策
の
最

前
線
』（
仮
）
に
関
し
て
は
、
出
版
後

に
は
都
市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
出
版
記
念
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
各
種
の
授
業
で
も
積
極
的
に
扱
い
、

学
部
学
生
や
大
学
院
生
に
対
し
て
、
幅

広
い
領
域
に
お
け
る
都
市
政
策
の
最
前

線
の
う
ご
き
を
教
授
し
て
い
き
た
い
。

　
ち
な
み
に
、
二
〇
一
九
年
四
月
か
ら

人
間
文
化
研
究
科
で
は
大
学
院
・
都
市

政
策
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
、
研
究
会

の
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
こ
の
コ
ー
ス

の
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

今
後
は
大
学
院
教
育
に
お
い
て
も
都
市

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
人
材

の
育
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
本
学
の
都
市
政
策
に
関
す
る
挑
戦
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
も
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
積
極
的
に
関

わ
り
、
都
市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
他
研
究
科
の
教
員
と
も
協
力
し
、

さ
ら
に
は
名
古
屋
市
役
所
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を
推
進
し
た
い
。

あ
わ
せ
て
、
次
世
代
の
都
市
政
策
の
担

い
手
育
成
に
も
注
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

※
本
稿
は
平
成
三
〇
年
度
名
古
屋
市
立
大
学

特
別
研
究
奨
励
費
「
名
古
屋
大
都
市
圏
に

お
け
る
都
市
公
共
政
策
の
最
前
線

－

名
古

屋
市
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
都
市
政

策
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
展
を
め
ざ
し
て
」

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。


